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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 52 ha

平成 16 年度　～ 平成 25 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

計画期間 20

大目標：豊かな自然と共生できる、やすらぎともてなしのある魅力溢れる街づくり
目標　１　街路等の整備、改善により交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る。
目標　２　大自然や歴史を感じながら、潤いとやすらぎのある安心できる空間を整備することにより、定住を促進し、商店街を活性化させ中心地の賑わいを再生する。
目標　３　梼原町の環境資源を活かし、観光客を町中に誘導することにより、人、物の動きを活性化させ地域に活力みなぎらし、地域振興を図る。

・梼原地区は、町民の生活の中心地であり、全ての公共施設が集まっている地区である。しかし現在まで何の整備もなく、生活基盤の整備が遅れており、来町する観光客や町民のニーズに応えられていない。
・少子高齢化で人口減が進む中、生活基盤の水準を上げ、梼原町の地域を守る拠点として整備を行うことが必要とされている。
・平成７年に住民が町づくりについて話し合う組織が発足し、平成１１年から中心地区の東区により住民組織として発足した「たくみの会」が中心となりまちづくりについて毎週のように熱心に協議しており、中心地を通る国道４４０号も住民の熱意により採
択され、路線についても住民主体で決定し、行政と連携を取り、用地交渉にも参加し事業を推進している。
・平成１１年から、たくみの会による度重なるワークショップを実施しており、住民の意識も高くなり、全員参加での町づくりの気運が高まっている。

交付期間

都道府県名 高知県 梼原
ゆすはら

町 梼原
ゆすはら

地区

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年度 １５年度 ２１年

人 １５年度 ２１年

万円／年度 １4年度 ２１年

㎡／人 １６年度 ２１年

7,011

地区の人口 住民基本台帳による、事業地区の人口 定住する基盤整備、魅力ある地域ができているか 1,047 1,152

観光客数 各観光施設や視察等の入り込み客数

大自然の中に形成された市街地の中で、多様な生活関連機能が集中し、町民が愛着と誇りを持って訪れるとともに、環境の良さや歴史を感じる観光の役割も果たす中心市街地
・平成１２年に策定された梼原町総合振興計画では、「環境」「健康」「教育」を三本柱とし住民と行政が、一本一本の糸をつむぎ新しい大きな糸に織り上げることが基本理念となっており、今までに行った地区内住民との意見交換で出された要望を整理し、
住んでいてよかった・これからも住んでいたいと思える魅力ある梼原を住民と共につくりあげていくことで、町内全体、商店街に活気がみなぎり、雲の上のまちゆすはらとしての知名度を高め、本地区の人口減少に歯止めをかけ、観光客の増加、若者の定
住を目指す。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地区商店街の売り上げ

一人当たりの面積をどれだけ確保できたか 0

・国道が２本あり、広域交通拠点としての立地条件を有しているが、街路、公園等の基盤条件が不備であり、町民や観光客のアクセス性が十分ではない。生活中心、観光拠点として抜本的な交通環境の強化が必要である。
・商業の基盤は主に町民であるが、その人たちも町外、県外の郊外の大型店に流れ、今後の地域振興のためには、新たな魅力ある町づくりが急務となっている。
・梼原地区には魅力的な自然や歴史的に重要なものがあるにもかかわらず、それぞれが連携した整備が不十分であり、十分に魅力を活用するに至っていない。中心地から３ｋｍほど離れた、太郎川公園にある温泉やプールまでは毎年たくさんの観光客
が訪れている。これらの人たちを町の中まで誘導できる魅力ある町づくりが必要となっている。
・少子高齢化が進んでおり、年間出生する人数も２０人程度となっている。本地区に小中高等学校や病院はあるものの、本地区外の町民にとっては、まち中心地の梼原に出ても仕方がないから、中核都市の須崎まで出ようといった状況が近年みられる。
今後日本人自体の人口が減少する中、他の地域からこの梼原中心の梼原地区なら今後住んで子育てをしようという基盤整備を行い、梼原町の核として次世代に引き継いでいくため、この地区を整備する方策が必要となっている。

町づくりが地域経済にどれだけ貢献できたか（雇用の創出） 153,942 184,730

来てみたくなる町づくりができたか否か 4,674

商業統計により、地区商店街の売り上げ

1.1公園の面積 地域住民一人当たりの面積



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（交通環境の改善）
・国道改修にともない、周辺道路を整備し、生活基盤の整備を行うことにより、通園通学時の子供の安全をふくめた、交通安全性、歩行者の快適性、観光
客の安全を図る空間整備。
・老朽化した梼原橋を木橋にすることにより、梼原町の特性木の文化を発信し、交通安全性、歩行者の快適性、観光客の安全を図り潤いのある環境整
備。

道路整備事業（基幹事業）、木橋整備事業（基幹事業）、国道改修事業（関連事業、県）、街なみ環
境整備事業（関連事業、町）

整備方針２（定住促進、にぎわいの再生）
・中心地のベットタウンである飯母地区に下水道終末処理場が建設される予定であり、その横の用地を利用して、安心して子育てのできる空間及び、地
域の交流の拠点として公園の整備、進入道路の整備を行う。生活空間の質の向上も併せて、道路の整備を行う。
・環境に優しい町、梼原のシンボルとして国道１９７からの町の入り口に、風車を建設し観光客の誘導を図る。また、河川の落差を利用した小水力発電を
設置し、風車、ライトアップに使用し、さらに環境配慮した、自然と共生する町づくりに資する。
・町全体を歩いて回れる癒しの空間とするため、国道沿いの街路樹の整備、町全体の街路灯の整備、公園の整備（ヤマガラ公園）そして屋根付き木橋の
「神幸橋」をﾗｲﾄｱｯﾌﾟすることにより、高次元の生活空間を整備、快適な住環境整備により、定住の促進、商店街の活性化を図る。
・たくみの会による推進活動を行い、地域住民による町づくりを行う。

公園整備事業（基幹事業）、街路灯整備事業（基幹事業）、街路樹整備事業（基幹事業）、モニュメ
ント整備事業（基幹事業）、木橋ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ事業（基幹事業）、街なみ環境整備事業（関連事業、町）、
公共下水道事業（関連事業、町）、小水力発電（提案事業）、貯水槽設置（提案事業

整備方針３（観光客の誘導）
・中心地の空き家となる産業会館を解体し、新たに町の駅として位置付けし整備を行い、地域物産の紹介、販売等も行い、観光拠点、中心地活性化の拠
点とする。また、あわせて駐車場も整備する。

町の駅整備事業（提案事業）、コミュニティーセンター建設（関連事業、町）、駐車場整備事業（基幹
事業）

○事業終了後の継続的な町づくり活動
当地域では、秀逸な住民自治組織である、６区からなる区政度があり、各５３集落がその区にぶら下がる格好で形成されている。この区中心に地域のイベントや、道路清掃、河川清掃活動様々な活動を行っており、今回の事業も町中心
部の区（東区）の区長が会長を務める「たくみの会」が１１年からまちづくりの活動を行っており、今後もこのたくみの会を中心に継続的に住民によるまちづくりを進める。
○国道改修事業
町の中に背骨のように横たわる、国道４４０号は、たくみの会が中心となり、整備計画を検討し、現道拡幅での町づくりを決定し、住民説明会を何十回も重ね、１５年度採択となり進めている。
○公共下水道事業
平成１７年度末一部供用開始を目指し、整備を進めており、この整備加入促進についても、住民主体でたくみの会が進めており、他の地域の農業集落排水でも供用開始後１年で９１％の加入の実績がある。早い地区では５年ほど前か
ら、加入促進のための個人積み立てを集落単位で実施している。
○街なみ環境整備事業
国道の改修に合わせて新たな商店街の形成や、街なみの形成に向け住民により協議がなされ、要綱により、整備区域を定め景観形成の在り方を決定している。１６年度より事業が開始されることとなっている。
○コミュニティーセンター建設
法務局跡地に、地区住民のためのコミュニティーセンターを建設する。管理運営については、たくみの会やＮＰＯの立ち上げ等により、住民の手での管理運営を目指している。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

町道北町支線 北町 梼原町 直 38ｍ 平成16年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 9 9 9 9

町道中町線 中町 梼原町 直 18ｍ 平成17年度 平成18年度 平成17年度 平成18年度 7 7 7 7

町道南北線 南町、北町 梼原町 直 220ｍ 平成16年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 90 90 90 90

町道町西路線 川西路 梼原町 直 240ｍ 平成16年度 平成20年度 平成16年度 平成20年度 125 125 125 125

町道飯母中組線 飯母 梼原町 直 1743ｍ 平成16年度 平成20年度 平成16年度 平成20年度 74 74 74 74

町道梼原野越線（木橋） 西町 梼原町 直 80ｍ 平成16年度 平成20年度 平成16年度 平成20年度 365 365 365 365

町道町組線 東町 梼原町 直 83ｍ 平成16年度 平成19年度 平成16年度 平成19年度 74 74 74 74

町道中央線 南町、西町 梼原町 直 97ｍ 平成16年度 平成17年度 平成16年度 平成17年度 15 15 15 15

町道中学校線 川西路 梼原町 直 48m 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 3 3 3 3

公園 ヤマガラ公園 梼原町 直 1105.04㎡ 平成18年度 平成19年度 平成18年度 平成19年度 103 103 103 103

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 梼原町 直 720m 平成18年度 平成20年度 平成18年度 平成20年度 185 185 185 185

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

－

梼原地区

－

－

0.393

うち民負担分細項目
規模

（参考）事業期間

交付対象事業費 1,485 交付限度額 583 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
交付期間内事業期間

東町

－

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,050 1,050 1,050 1,050

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

梼原町 直 - 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 100 100 100 100

小水力発電 梼原町 直 56kw 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 202 202 202 202

風車モニュメント 梼原町 直 0kw 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 22 22 22 22

梼原町 直 1260m 平成18年度 平成19年度 平成18年度 平成19年度 37 37 37 37

梼原町 直 355ｔ 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 72 72 72 72

- 0

- 0

たくみの会 間 - 平成16年度 平成20年度 平成16年度 平成18年度 3 3 2 2

- 0

合計 436 436 435 435
合計(A+B) 1,485

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
県 国土交通省 700ｍ ○ 14 20 3,000

梼原町 国土交通省 ○ 13 18 1,700

梼原町 国土交通省 15ha ○ 16 25 492

梼原町 高知県 1,500㎡ ○ 16 16 450

合計 5,642

事業期間
全体事業費

公共下水事業

街なみ環境整備事業 梼原地区

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業 －

コミュニティーセンター 梼原地区

事業 事業箇所名

1

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
直／間 規模

うち民負担分

地域創造
支援事業

まちの駅整備事業

環境整備

事業活用調
査

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体

南町

飯母

－ 1

－

東町・西町・南町・北町・中町

梼原地区

国道改修事業 梼原地区

裏配線

細項目
北町

－

梼原地区


